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歌
曲
に
お
け
る
揺
動
強
勢
の
処
理
法
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「
揺
動
強
勢Sch

w
eb

en
d

e B
eto

n
u

n
g

」
と
は
、
読
み
手
の
解
釈
に

よ
っ
て
強
音
節
の
位
置
が
変
化
し
う
る
ア
ク
セ
ン
ト
づ
け
を
指
す

1

。
そ

の
代
表
例
と
し
て
頻
繁
に
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
が
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル

フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
の
小
説
﹃
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー

の
修
業
時
代
﹄（
一
七
九
五
年
）
に
お
け
る
ミ
ニ
ョ
ン
の
歌»K

en
n

st d
u

 

d
a

s La
n

d
?  «

 2

で
あ
る
。
こ
の
七
行
三
詩
節
か
ら
な
る
詩
で
は
、
揺
動

強
勢
を
持
つ
「K

en
n

st d
u

…
?

」
が
各
詩
節
の
第
一
行
と
第
五
行
に
、
同

じ
く
揺
動
強
勢
を
持
つ
「D
ah

in
! D

ah
in

!

」
が
各
詩
節
の
第
六
行
に
現
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
詩
全
体
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
を
形
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
ミ
ニ
ョ
ン
の
詩
に
は
数
多
く
の
作
曲
家
が
作
曲
を
試
み
て
い
る

た
め
、
個
々
の
作
品
に
関
す
る
分
析
は
い
く
つ
か
行
な
わ
れ
て
き
た
が

3

、

そ
れ
ら
の
比
較
研
究
は
非
常
に
少
な
く

4

、
ま
し
て
や
そ
の
中
で
揺
動
強

勢
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
も
の
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。

　

通
常
の
歌
曲
分
析
に
お
い
て
は
、
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
韻
律
を
拍
節

で
踏
襲
し
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
作
曲
者
の
意
図
を
見
極
め

て
い
く
わ
け
だ
が
、
揺
動
強
勢
の
部
分
に
お
い
て
は
そ
れ
以
前
に
、
両
義

的
な
強
勢
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
作
曲
者
自
身
が
韻
律
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
行
為
そ
の
も
の
が
作
曲
者
の
詩
の
解
釈
を
大
き
く

反
映
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
ツ
ェ
ル
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
七
人
の
作
曲

家
の»K

en
n

st d
u

 d
a

s La
n

d
? «

を
、
揺
動
強
勢
に
対
す
る
拍
節
処
理
に

焦
点
を
絞
っ
て
比
較
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⑴
各
作
曲
家
の
揺
動
強
勢

へ
の
作
曲
技
法
を
明
ら
か
に
し
、
⑵
そ
れ
を
通
し
て
作
曲
家
た
ち
が
詩
の

解
釈
を
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
分
析
の
対
象
と
す

る
作
曲
家
お
よ
び
作
品
名
は
【
表
１
】
の
通
り
。
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Ｉ　

詩
の
分
析

　
﹃
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
﹄
は
、
演
劇
の
世
界
へ

熱
中
し
て
い
る
商
家
の
息
子
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
旅
役
者
の
一
行
に
加
わ
り
、

様
々
な
身
分
や
境
遇
の
人
と
の
出
会
い
や
、
数
多
く
の
体
験
を
通
し
て
成

長
し
て
い
く
様
子
を
描
い
た
教
養
小
説
で
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
あ
げ
る

詩
を
歌
う
少
女
ミ
ニ
ョ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
に
さ
ら
わ
れ
て
き

て
見
世
物
一
座
で
働
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
近
く
を
通
り
か
か
っ
た

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
（
第
二
巻
・
第
四
章
）。
ミ
ニ
ョ

ン
は
自
分
を
救
っ
て
く
れ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
こ
と
を
最
初
は
「
旦
那
様

　

H
err

」
と
呼
ん
で
い
た
が

7

、
彼
が
彼
女
を
自
分
の
子
と
し
て
旅
の
一

座
に
加
え
る
こ
と
を
決
心
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
お
父
さ
ん　

m
ein

 

V
ater

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る

8

。
そ
の
翌
朝
（
第
三
巻
・
第
一
章
冒
頭
）、

ミ
ニ
ョ
ン
は
ツ
ィ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
前
で»K

en
n

st 

d
u

 d
a

s La
n

d
?  «

【
資
料
１
】9

を
歌
う
。

１　

詩
の
形
式

　

詩
は
七
行
×
三
詩
節
で
構
成
さ
れ
、
各
詩
節
は
第
五
、六
行
が
四
音

節
、
そ
の
他
の
行
は
す
べ
て
十
音
節
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第

一
、二
行
、
第
三
、四
行
、
第
六
、七
行
の
脚
韻
は
そ
れ
ぞ
れ
対
韻
関
係
を

と
り
、
第
五
行
は
詩
節
間
で
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
抑
揚
は
基
本
的
に
ヤ
ン

【表 1】本稿で分析する作品一覧

作曲者名 生没年 作品名 作品番号 作曲年

Johann Friedrich Reichardt 1752–1814 Italien Go. II–32
5

1795

Carl Friedrich Zelter 1758–1832
Kennst du das 
Land? なし 1795

Ludwig van Beethoven 1770–1827 Mignon op. 75–1 1810

Franz Schubert 1797–1828
Mignons 
Gesang

D.321 1815

Franz Liszt 1811–1886 Mignons Lied S. 275 1842

Robert Schumann 1810–1856 Mignon
op.79–29/
op.98a–1

1849

Hugo Wolf 1860–1903 Mignon
Goethe–
Lieder Nr. 9

1888
6
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【資料 1】Kennst du das Land?　原文および訳文

詩
節 行

音
節
数
脚
韻

I
1

  ―      (    (     ―     ―  (    (  ― (     ―
10 a ご存知ですか、あの国を。レモンの花が咲き、

Kennst du das Land? wo die Zitronen blühn,

2
 (    ―  (        ― (     ―  (    ―  (    ― 

10 a 暗い葉影で黄金色のオレンジが輝き、
Im dunkeln Laub die Gold—Orangen glühn,

3

(    ―  (      ―    (       ― (    ―   (    ―
10 b 穏やかな風が蒼天から吹きつけ、

Ein sanfter Wind vom blauen Himmel weht,

4

 (    ― (   ―   (      ―    (    ― (        ―
10 b ミルテは静かに、月桂樹は高くそびえ立つ、

Die Myrte still und hoch der Lorbeer steht.

5
  ―       (  (    ―

4 c あの国をきっとご存知でしょう？
Kennst du es wohl?

6
(   ―   (   ―

4 d あちらへ！あちらへ！
Dahin! Dahin!

7

  ―    (    (      ―  (   ―  (   ― (    ―       
10 d 愛するする人よ、ともに行きたいのです。

Mögt ich mit dir, o mein Geliebter, ziehn.

II
1

  ―       (   (     ―     (    ― (    ―    (      ―       
10 f ご存知ですか、あの家を。円柱に屋根は安らい、

Kennst du das Haus? auf Säulen ruht sein Dach,

2

(     ―    (     ―  (      ―    (     ― (      ―
10 f 広間はきらめき、部屋はほのかに輝く、

Es glänzt der Saal, es schimmert das Gemach,

3

  (      ―  (   ― (     ―     (     ―     (     ―
10 g 大理石の像は立ち並び、私を見つめる。

Und Marmorbilder stehn und sehn mich an:

4

 (     ―   (    ―   (  ― (     ―   (   ―
10 g 可哀想な子よ、何をされたのだ、と。

Was hat man dir, du armes Kind, getan?

5

  ―       (  (    ―       
4 c あの家をきっとご存知でしょう？

Kennst du es wohl?

6

(   ―   (   ―
4 d あちらへ！あちらへ！

Dahin! Dahin!

7

  ―    (    (  ―  (    ―      (    ― (    ―       
10 d 護ってくれる人よ、ともに行きたいのです。

Mögt ich mit dir, o mein Beschützer, ziehn.

III
1

  ―      (    (     ―    (     ― (      ― (     ―
10 h ご存知ですか、あの山とその雲路を。

Kennst du den Berg und seinen Wolkensteg?

2

 (       ― (     ―    (   ― (    ― (     ―
10 h ラバは霧の中で道を探し、

Das Maultier sucht im Nebel seinen Weg,

3

(   ― (      ―       (       ― (     ― (  ―
10 i 洞穴には竜の古いやからが棲み、

In Höhlen wohnt der Drachen alte Brut,

4

(     ―    (    ―  (      ― (  ―  (    ―
10 i 岩塊は崩れ、その上を水が滔 と々流れる。

Es stürzt der Fels und über ihn die Flut.

5

  ―       (  (    ―       
4 c あの山をきっとご存知でしょう？

Kennst du ihn wohl?

6

(   ―   (   ―
4 d あちらへ！あちらへ！

Dahin! Dahin!

7

 (      ― (      ― (   ― (   ―  (     ―
10 d 我らが道は続いています !　父よ、行かせてください！

Geht unser Weg! o Vater, laß uns ziehn!
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ブ
ス
（
弱
強
格
）
を
守
っ
て
い
る
が
、
第
一
、五
、七
行
で
は
行
頭
に
ダ
ク

テ
ュ
ル
ス
（
強
弱
弱
格
）
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
頭
の
言
葉
が
強
調

さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
詩
の
リ
ズ
ム
に
部
分
的
な
減
速
感
を
も
た
ら
し
て

い
る

10

。
ま
た
、
前
の
句
が
次
の
行
に
ま
た
が
る
ア
ン
ジ
ャ
ン
ブ
マ
ン
は
、

唯
一
、
第
六
行
か
ら
第
七
行
へ
か
け
て
の
み
見
ら
れ
、
他
の
行
は
す
べ
て

行
末
と
文
末
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
文
末
行
末
一
致
体
（Z

eilen
stil

）

は
民
謡
調
の
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

11

、
そ
し
て
全
詩
節
が
統
一
性
の

あ
る
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
は
「
民
謡
ふ
う
」
で
あ

る
と
言
え
る
。

２　

揺
動
強
勢

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
詩
に
は
読
み
手
の
解
釈
に
よ
り
強
勢

の
位
置
が
変
化
し
う
る
音
節
「
揺
動
強
勢　

Sch
w

eb
en

d
e B

eto
n

u
n

g

」

を
持
つ
語
群
が
第
一
、五
、六
行
に
み
ら
れ
る
。

　

第
一
の
揺
動
強
勢
「ken

n
st d

u

」
は
通
常
、「
知
っ
て
い
るken

n
st

」

を
強
調
す
る
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス
「
強
・
弱
」
の
抑
揚
で
読
ま
れ
る
。
し
か
も

こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
そ
の
あ
と
に
続
く
代
名
詞
あ
る
い
は
冠
詞
が
必
ず

抑
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
ダ
ク
テ
ュ
ル

ス
と
解
釈
で
き
る
。
反
対
に
ヤ
ン
ブ
ス
で
解
釈
し
た
場
合
、「
あ
な
た
は

●

●

●

●

（=
d

u

）
知
っ
て
い
ま
す
か
」
が
強
調
さ
れ
る
【
表
２
】。

　

第
二
の
揺
動
強
勢
で
あ
る
第
六
行
の
「D

ah
in

! D
ah

in
!

」
に
お
い
て

は
、
通
常
は
ヤ
ン
ブ
ス
で
解
釈
し
、
方
向
性
を
示
す
「h

in

」
に
重
き
を

置
く
が
、
指
示
的
強
調
を
す
る
際
に
は
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス
で
解
釈
し
、
場
所

を
示
す
「d

a

」
に
重
き
が
置
か
れ
る
。
ま
た
第
六
行
は
続
く
第
七
行
と
ア

ン
ジ
ャ
ン
ブ
マ
ン
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
勢
を
ど
ち
ら
に
置
く
の

か
と
い
う
決
定
に
は
第
七
行
頭
の
韻
律
と
の
兼
ね
合
い
も
影
響
す
る
。
た

と
え
ば
二
回
目
の
「d

ah
in

」
か
ら
第
七
行
に
か
け
て
の
ア
ン
ジ
ャ
ン
ブ

マ
ン
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
表
現
し
た
い
場
合
、
第
一
、二
詩
節
に
お
い
て

は
「d

ah
in

」
を
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス
（
強
弱
格
）
で
と
る
と
、
重
い
音
節
の
連

続
を
回
避
で
き
る
。
第
三
詩
節
の
第
六
行
は
ど
ち
ら
の
韻
律
で
と
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が
、
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス
で
と
る
方
が
第
七
行
頭
の
軽
い
音
節

と
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
（d

ah
in

 geh
t : 

強
弱
弱
）
と
し
て
連
結
さ
れ
、
よ
り
円

滑
な
連
結
と
な
る
【
表
３
】。

３　

詩
の
内
容

　

各
詩
節
は
、
そ
の
内
容
か
ら
前
半
（
第
一
～
四
行
）
と
後
半
（
第
五
～

七
行
）
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
詩
に
対
す
る
大
方
の
理
解
は
、
前

半
に
お
い
て
憧
れ
の
場
所
で
あ
る
故
郷
イ
タ
リ
ア
の
様
子
を
歌
い
、
後
半

で
は
そ
こ
へ
一
緒
に
行
く
こ
と
を
憧
れ
の
人
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
へ
懇
願
し

て
い
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
歌
い
終
え
た
ミ
ニ
ョ
ン

が
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
「
あ
の
国
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
、
彼
が

「
そ
れ
は
き
っ
と
イ
タ
リ
ア
に
違
い
な
い
ね
」12

と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
こ
の
歌
が
イ
タ
リ
ア
へ
の
憧
憬
を
歌
っ
た
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も
の
と
解
釈
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
大
方
の
理
解
を
前
述
の
よ
う
に
方

向
づ
け
る
原
因
の
一
端
を
も
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
各
詩
節
の
端
々
に
は

奇
妙
な
言
い
回
し
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
彼
女
の

憧
れ
は
イ
タ
リ
ア
や
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
以
外
の
対
象
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る

様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
の
対
象
は
何
か
、
と

い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
様
々
な
解

釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
比
較
的
新
し
い
ウ
ー
テ
・
ユ
ン
グ

=

カ
イ
ザ
ー
の
分
析

13

を
参
考
に
し
つ
つ
、
小
説
の
後
半
で
明
ら
か
と
な

る
ミ
ニ
ョ
ン
の
出
生
と
幼
少
時
代
に
関
す
る
記
述
を
も
と
に
、
こ
の
詩
の

内
容
と
「
憧
れ
の
対
象
」
の
再
考
を
試
み
た
い
。

前
半
（
第
一
〜
四
行
）
の
考
察

　

前
半
は
「K

en
n

st d
u

...?　

～
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い

か
け
で
始
ま
り
、
そ
の
目
的
語
が
詩
節
ご
と
に
変
化
す
る
。

　

第
Ｉ
詩
節
の
目
的
語
「d

as Lan
d 

国
」
に
つ
い
て
は
「
レ
モ
ン
の
花
が

咲
き
、
黄
金
色
の
オ
レ
ン
ジ
が
輝
き
、
青
空
の
も
と
ミ
ル
テ
が
咲
き
、
月

桂
樹
が
そ
び
え
る
」
と
い
う
、
絵
葉
書
的
な
南
国
の
描
写
よ
り
、
ミ
ニ
ョ

ン
の
故
郷
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
に
対

し
て
ユ
ン
グ=

カ
イ
ザ
ー
は
、
同
じ
時
期
に
咲
く
こ
と
の
な
い
植
物
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
レ
モ
ン
の
花
は
「
目
覚
め
」、
オ
レ
ン

ジ
は
「
成
熟
」、
常
緑
樹
で
あ
る
ミ
ル
テ
と
月
桂
樹
は
「
永
遠
」
の
メ
タ

フ
ァ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
時
間
的
全
景
を
表
現
し
て
い
る
」14

と
解

釈
し
て
い
る
。
オ
ス
カ
ー
・
ザ
イ
ド
リ
ン
も
同
様
に
こ
れ
ら
を
「
生
命
の

【表 2】第 1 行および第 5 行の韻律の可能性

第 1行

通常の韻律    ―      (  
 (     ―     [ (     ―   /  (      ― ]

揺動強勢による別の可能性    (       ―
Kennst du       das Land   [das Haus / den Berg] ?

第 5行

通常の韻律    ―      (  

 (    ―      [ (     ― ]
揺動強勢による別の可能性    (       ―

Kennst du       es wohl   [ihn wohl] ?

【表 3】第 6 行から第 7 行にかけての韻律の可能性

第 6行 第 7行

第 1、2詩節

通常の韻律  (  ―    (  ―   
   ―   (   (    ―揺動強勢による別の可能性  ― (     ― (

Dahin! Dahin! Mögt ich mit dir, […]

第 3詩節

通常の韻律  (  ―    (  ―  

  (     ― (    ―揺動強勢による別の可能性  ― (     ― (

Dahin! Dahin! Geht unser Weg! […]
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永
遠
の
流
れ
」15

と
考
え
、
こ
の
詩
節
を
時
間
軸
の
提
示
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
。

　

植
物
が
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
に

は
同
意
出
来
る
が
、
そ
れ
を
時
間
的
な
も
の
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
対
し

て
は
疑
問
が
残
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
表
現
が
小
説
の
後
半
で

も
う
一
度
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
第
八
巻
・
第
九
章
に
お
い
て
、
若
か
り
し
日
の
竪
琴
弾
き
が
、
彼

を
妹
の
ス
ペ
ラ
ー
タ
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
る
兄
や
神
父
に
対
し
て
言
い

放
っ
た
台
詞
「
ぼ
く
に
会
お
う
と
思
う
な
ら
、
そ
の
梢
を
厳
か
に
天
に
掲

げ
て
い
る
あ
の
糸
杉
の
と
こ
ろ
へ
お
い
で
な
さ
い
。
ぼ
く
た
ち
を
訪
ね
よ

う
と
思
う
な
ら
、
レ
モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
が
花
咲
き
、
や
さ
し
い
ミ
ル
テ
が

可
憐
な
花
を
差
し
伸
べ
て
い
る
あ
の
生
け
垣
の
と
こ
ろ
へ
お
い
で
な
さ

い
。」16

に
注
目
し
た
い
。
こ
の
台
詞
に
あ
る
よ
う
な
場
所
は
彼
ら
の
住
ん

で
い
る
村
に
は
実
在
し
な
い
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
に
お
け
る
共
通
理

解
と
し
て
、
糸
杉
が｢

死｣

、
レ
モ
ン
が
「
愛
や
情
熱
」、
オ
レ
ン
ジ
が

「
慈
愛
」、
ミ
ル
テ
が
「
純
潔
」
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ

の
「
場
所
」
は
、
誰
に
も
手
出
し
は
許
さ
れ
ず
、
彼
ら
が
禁
断
の
愛
を
成

就
出
来
る
「Jen
seits 

彼
岸
」
す
な
わ
ち
「
あ
の
世
」
の
メ
タ
フ
ァ
︱
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ミ
ニ
ョ
ン
が
こ
の
二
人
の
近
親
相
姦

の
間
に
生
ま
れ
た
不
義
の
子
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
こ
の
章
で
明
ら
か
と

な
る
わ
け
だ
が
、
彼
女
に
と
っ
て
も
「
彼
岸
」
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

背
負
わ
さ
れ
た
罪
か
ら
解
放
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
Ｉ

詩
節
の
「d

as Lan
d

 

国
」
は
表
面
的
に
は
イ
タ
リ
ア
を
装
い
つ
つ
、
背
後

に
「
彼
岸
」
の
意
味
も
含
蓄
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
Ⅱ
詩
節
の
目
的
語
「d

as H
au

s

家
」
に
は
「
円
柱
」
が
あ
り
「
大

広
間
に
は
大
理
石
の
像
」
が
立
ち
並
ぶ
。
こ
の
「
家
」
に
関
し
て

は
、
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
ミ
ニ
ョ
ン
の
育
っ
た
家
を
指
す
と
い
っ
た
一
般

的
な
解
釈
の
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
の
有
名
な
建
築
物
で
ゲ
ー
テ
の
憧
れ
た

「Pallad
io

s V
illa R

o
to

n
d

a 

ロ
ト
ン
ダ
神
殿
」
で
あ
る
と
す
る
も
の

17

か
ら

「To
ten

h
au

s

葬
儀
場
」18

と
す
る
も
の
ま
で
様
々
な
解
釈
が
あ
る
。
確
か

に
「
家
」
の
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ゲ
ー
テ
は
ロ
ト
ン
ダ
神
殿
を
思
い

描
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
の
場
所
を
同

一
視
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
葬
儀
場
を
憧
れ
の
場
所
と
考

え
る
の
に
も
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
第
八
巻
・
第
九
章
の
侯
爵

の
言
葉
「
あ
の
子
の
友
人
で
あ
る
み
な
さ
ん
に
は
、
あ
の
子
の
祖
国
に
私

を
訪
ね
、
あ
の
か
わ
い
そ
う
な
子
が
生
ま
れ
育
っ
た
所
を
見
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
、
ぜ
ひ
お
約
束
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
あ
の
子
も
ぼ
ん
や
り
と

覚
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
円
柱
や
彫
像
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。」19

に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の｢

家｣

は
ミ
ニ
ョ
ン
が
イ
タ
リ

ア
に
い
た
頃
、
里
親
に
出
さ
れ
た
先
で
い
つ
も
一
人
で
遊
ん
で
い
た
近
く

の
別
荘
を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ミ
ニ
ョ
ン
は
幼
い
頃
に

し
ば
し
ば
一
人
で
そ
の
別
荘
へ
出
向
い
て
は
広
間
に
あ
る
大
理
石
の
像

を
眺
め
て
い
た

20

。
ま
た
、
彼
女
が
腕
に
キ
リ
ス
ト
像
の
刺
青
を
彫
る
ほ

ど
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り

21

、
し
ば
し
ば
神
と
会
話
を
し
て
い

た
22

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
第
四
行
で
大
理
石
の
像
が
語
り
か
け
て
く
る

「
可
哀
想
な
子
よ
、
何
を
さ
れ
た
の
だ
」
と
い
う
読
み
手
に
と
っ
て
は
い
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さ
さ
か
唐
突
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
く
だ
り
も
、
彼
女
が
大
理
石
の
像
を

神
と
な
ぞ
ら
え
て
心
の
中
で
会
話
を
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。

　

第
Ⅲ
詩
節
の
目
的
語
「d

en
 B

erg u
n

d
 sein

en
 W

o
lken

steg　

山
と
そ

の
雲
路
」
は
「
雲
に
か
か
る
ほ
ど
高
く
、
霧
が
立
ち
こ
め
、
ラ
バ
が
い

る
」
場
所
で
あ
る
。
こ
の
「d

en
 B

erg 

山
」
に
関
し
て
は
、
ミ
ニ
ョ
ン

が
イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
へ
さ
ら
わ
れ
て
く
る
道
程
で
通
っ
た
ア
ル
プ
ス

山
脈
を
指
す
と
い
う
解
釈
が
大
勢
を
占
め
る

23

。
こ
こ
で
一
つ
疑
問
と
な

る
の
が
、
ア
ル
プ
ス
を
指
す
単
語
に
「
山 d

er B
erg

」
と
い
う
単
数
形
を

用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
山
脈
は
「d

ie A
lp

en

」
と
複
数
形
で

表
記
さ
れ
、「
山
」
と
い
う
単
語
で
言
い
換
え
る
場
合
に
は
通
常
、
複
数

形
の
「d

ie B
erge

」
が
使
わ
れ
る
。
ま
た
第
一
行
の
「W

o
lken

steg 

雲

路
」
や
第
三
行
の
「D

rach
en

 

竜
」
と
い
う
単
語
も
、
当
時
の
人
々
が
ア

ル
プ
ス
に
抱
い
て
い
た
畏
敬
の
念
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
出
来
る
一
方

で
、
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
と
比
べ
る
と
よ
り
抽
象
的
で
幻
想
的
な
表
現
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
の
目
的
語
で
あ
る
「
国
」
と
「
家
」
に

関
す
る
記
述
は
、
詩
と
同
様
の
語
句
を
用
い
て
第
八
巻
・
第
九
章
に
ふ
た

た
び
現
れ
る
の
に
対
し
、「
山
」
に
関
す
る
記
述
は
こ
の
詩
の
他
に
は
小

説
内
に
は
一
度
も
現
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
第
Ⅲ
詩
節
前
半
に
使
用

さ
れ
て
い
る
語
句
は
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
と
比
較
し
て
も
幻
想
的
で
、「
憧
れ

の
場
所
」
の
描
写
が
こ
こ
で
突
然
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
失
っ
た
よ
う
な
印
象

を
読
み
手
に
与
え
る
。
ち
な
み
に
ユ
ン
グ=

カ
イ
ザ
ー
は
「
ミ
ニ
ヨ
ン

が
こ
の
詩
節
で
呼
び
覚
ま
し
た
も
の
は
、
死
、
無
、
空
間
と
時
間
の
中
で

終
結
さ
れ
る
道
の
り
で
あ
る
」24

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

第
Ⅲ
詩
節
の
最
終
行
と
関
連
さ
せ
て
こ
の
章
の
最
後
に
考
察
し
た
い
。

後
半
（
第
五
〜
七
行
）
の
考
察

　

各
詩
節
の
後
半
は
前
半
と
同
様
「K

en
n

st d
u

...

」
で
始
ま
る
が
、「
問

い
か
け
」
で
あ
っ
た
前
半
に
対
し
、
後
半
で
は
「（
そ
の
憧
れ
の
場
所
を
）

き
っ
と
ご
存
知
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
「
確
認
」
へ
と
変
化
す
る
。
そ
し

て
第
六
、七
行
で
は
「
と
も
に
行
き
た
い
の
で
す
。」
と
願
望
を
吐
露
す
る
。

こ
の
第
七
行
で
ミ
ニ
ョ
ン
が
呼
び
か
け
る
対
象
が
詩
節
ご
と
に
変
化
す
る

点
が
詩
の
後
半
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
詩
節
で
は
呼
び
か
け
に
「m

ein
 G

elieb
ter

私
の
愛
す
る
人
」
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
。「G

elieb
ter

」
が
男
性
名
詞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
を
指
す
と
解
釈
で
き
る
。
ミ
ニ
ョ
ン
の
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
に
対
す
る
恋
心
は
、
こ
の
詩
が
歌
わ
れ
る
時
点
で
は
ま
だ
本
人
さ
え

も
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
彼
女
の
深
層
心
理
の
表
出
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、

そ
の
後
の
話
の
展
開
か
ら
見
て
も
充
分
に
可
能
で
あ
ろ
う

25

。
第
Ⅱ
詩
節

に
お
い
て
は
こ
の
呼
び
か
け
が
「
愛
す
る
人
」
か
ら
一
歩
引
い
た
「m

ein
 

B
esch

ü
tzer 

私
を
護
っ
て
く
れ
る
人
」
に
変
化
し
、
さ
ら
に
第
Ⅲ
詩
節
で

は
異
性
関
係
よ
り
も
肉
親
関
係
を
全
面
に
出
し
た
「V

ater 

お
父
さ
ん
」

へ
と
変
化
す
る
。

　

通
常
こ
の
詩
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
三
種
類
の
「
呼
び
か
け
」
は
、
ミ

ニ
ョ
ン
に
と
っ
て
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
い
う
存
在
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を

表
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

26

、
こ
の
中
で
ミ
ニ
ョ
ン
が
彼
に
対
し
て

文
中
で
実
際
に
使
用
し
た
呼
び
か
け
は
「V

ater

」
の
み
で
あ
る
。
し
か
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し
、
彼
女
の
深
層
心
理
や
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
の
関
係
を
念
頭
に
お
く
と
、

「G
elieb

ter
」
や
「B

esch
ü

tzer

」
は
決
し
て
突
拍
子
も
な
い
呼
び
か
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
題
な
の
は
、
本
文
で
「V

ater

」
が
使
用
さ
れ
る

際
に
は
必
ず
「m

ein

●

●
●
● V

ater 

私
の

●

●

お
父
さ
ん
」
と
所
有
格
が
付
い
て
い

た
27

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
第
Ⅲ
詩
節
の
「V

ater

」
に
は
所
有
格

が
付
い
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
、二
詩
節
の
「G

elieb
ter

」

や
「B

esch
ü

tzer

」
に
は
「m

ein
私
の
」
と
い
う
所
有
格
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
点
か
ら
み
て
も
不
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
Ⅲ
詩
節
に
お
い
て
は

詩
節
の
前
半
と
同
様
、
後
半
で
も
憧
れ
の
対
象
を
示
す
単
語
の
描
写
が
不

明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
Ⅲ
詩
節
・
第
七
行
の
語
句
の
構
成
は
他
の
二
詩
節
と
は
明

ら
か
に
異
な
る
。
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
で
は
「m

ö
gt ich

 m
it d

ir [...] zieh
n

. 

と
も
に
行
き
た
い
の
で
す
。」
と
い
う
自
分
の
「
願
望
」
を
述
べ
て
い

た
の
に
対
し
、
第
Ⅲ
詩
節
で
は
「geh

t u
n

ser W
eg! o

 V
ater, laß

 u
n

s 

zieh
n

! 

我
ら
が
道
は
続
い
て
い
ま
す
！　

父
よ
、行
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

と
「
懇
願
」
の
形
に
変
化
す
る
。
こ
こ
で
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
第
Ⅰ
、

Ⅱ
詩
節
と
文
の
構
成
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
行
が
二
通
り
の
解
釈

を
可
能
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
と
同
様
に
解

釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「V

ater

」
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
で
あ
り
、
憧
れ
の
地

イ
タ
リ
ア
へ
向
か
っ
て
二
人
で
歩
ん
で
い
こ
う
と
語
り
か
け
て
い
る
。
し

か
し
「u

n
s =

ミ
ニ
ョ
ン
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
」
を
行
か
せ
る
よ
う
に
第
三

者
で
あ
る
「V

ater

」
に
懇
願
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

所
有
格
の
無
い
「V

ater

」
は
万
物
の
創
造
主
と
し
て
の
「
父
」
す
な
わ

ち
「
神
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「u

n
ser W

eg

」
も
「
運
命

の
道
」
と
と
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

こ
の
観
点
か
ら
も
う
一
度
、
詩
の
前
半
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
な
る

ほ
ど
第
Ⅰ
詩
節
の
「
国
」
は
「
彼
岸
」
の
意
味
も
含
蓄
し
、
第
Ⅱ
詩
節
に

は
神
に
な
ぞ
ら
え
た
像
が
登
場
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
第
Ⅲ
詩
節
の

前
半
で
曖
昧
に
表
現
さ
れ
て
い
た
「d

en
 B

erg

」
も
ア
ル
プ
ス
で
は
な
く

「
神
の
住
む
場
所
」、「sein

en
 W

o
lken

steg

」
は
「
そ
こ
へ
続
く
道
」
と

解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
す
べ
て
の
詩
節
に
お
い
て
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
「d

ah
in

」
と
い
う
単
語
が
「
死
ぬ
、
消
え
去
る
」
と
い
う
意
味
を

持
つ
こ
と
も
加
味
す
る
と
、
第
Ⅲ
詩
節
の
最
終
行
に
お
い
て
、
こ
の
詩
の

も
つ
両
義
的
な
意
味
が
一
気
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
結
果
、
非
現
実
感

を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
詩
は
一
見
民
謡
ふ
う
の
単
純
な
形
式
で
書
か
れ
、
故
郷
イ
タ
リ
ア

や
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
対
す
る
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
を
歌
っ
た
よ
う
に
見
え
る

が
、
そ
の
内
実
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
詩
の
端
々
に
見
ら
れ
る
奇
妙
な

言
い
回
し
と
、
そ
れ
ら
の
持
つ
両
義
的
な
意
味
に
よ
っ
て
、「
彼
岸=

あ

の
世
」
へ
の
憧
憬
も
含
ん
で
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ゲ
ー
テ
が
ミ
ニ
ョ
ン
の
両
義
的
な
憧
れ
を

指
し
示
す
部
分
に
、
両
義
的
な
揺
動
強
勢
を
持
つ
語
句
を
用
い
た
こ
と
も

偶
然
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
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Ⅱ 
音
楽
の
分
析

　

揺
動
強
勢
を
持
つ
語
群
「K

en
n

st d
u

 

～
？
」
と
「d

ah
in

」
は
、
い
ず

れ
も
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
憧
れ
の
対
象

と
し
て
「
故
郷
」
や
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
」
の
他
に
「
彼
岸
」
も
暗
示
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ヨ
ハ
ン
ナ
・
リ
ー
ン
ハ
ル
ト
は
こ
れ
ら

憧
れ
の
対
象
の
相
違
を
明
確
に
指
し
示
す
た
め
に
「D

ah
in

! D
ah

in
!

」
の

部
分
に
お
い
て
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
を
変
え
な
が
ら
を
朗
読
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る

28

。
こ
の
主
張
は
い
さ
さ
か
極
端
だ
が
、
揺
動
強
勢
の

性
質
を
利
用
し
た
朗
読
上
の
表
現
手
段
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
う
な

ず
け
る
。
当
然
、
朗
読
の
み
な
ら
ず
作
曲
に
お
い
て
も
、
詩
の
解
釈
を
ふ

ま
え
た
揺
動
強
勢
の
音
楽
的
処
理
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
第
Ⅱ
章
で
は
、
作
曲
家
た
ち
が
揺
動
強
勢
を
ど
の
よ

う
に
音
楽
の
中
で
処
理
し
た
の
か
を
比
較
分
析
す
る
。

１　

楽
曲
の
概
観

　

揺
動
強
勢
の
問
題
に
取
り
組
む
前
に
、
分
析
対
象
の
作
品
の
大
ま
か
な

楽
曲
構
成
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
歌
の
形
式
や
調
子
は
小

説
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、
作
曲
家
は
少
な
か

ら
ず
そ
の
影
響
を
受
け
て
作
曲
し
て
い
る
。

﹃
彼
女
は
各
詩
節
の
始
め
を
、
な
に
か
特
別
な
も
の
に
注
意
を
う
な

が
す
か
の
よ
う
に
、
な
に
か
重
要
な
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
よ
う

に
、
お
ご
そ
か
な
、
も
の
も
の
し
い
調
子
で
歌
っ
た
。
三
行
目
は
暗

く
重
苦
し
く
な
っ
た
。
五
行
目
の
「
君
知
る
や
」
は
、秘
密
め
か
し
く
、

ゆ
っ
た
り
と
表
現
し
た
。「
か
な
た
へ
、
か
な
た
へ
」
に
は
、
あ
ら

が
い
が
た
い
憧
れ
が
あ
っ
た
。
最
後
の
「
と
も
に
行
か
ま
し
」29

は
、

繰
り
返
す
た
び
に
調
子
を
変
え
て
、
あ
る
時
は
乞
い
迫
る
よ
う
に
、

あ
る
時
は
か
り
た
て
、
期
待
を
も
た
せ
る
よ
う
に
歌
っ
た
。﹄30

　

以
上
の
描
写
か
ら
、
こ
の
歌
を
詩
節
単
位
で
音
楽
を
反
復
す
る
「
有
節

的
な
歌
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
分
析
対
象
の
七
人

の
作
曲
家
の
う
ち
二
人
が
純
粋
な
有
節
形
式
、
三
人
が
変
形
有
節
形
式
を

選
択
し
て
い
る

31

。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
揺

動
強
勢
の
部
分
の
楽
曲
構
造
は
三
詩
節
と
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
詩
の
各
節
に
異
な
る
旋
律
を
付
け
る
通
作
形
式
を
用
い
た
リ
ス
ト

と
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
と
く
に
第
Ⅲ
詩
節
の
曲
調
に
大
き
な
変
化
を
持
た
せ
た

一
方
、
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
の
間
の
、
と
り
わ
け
揺
動
強
勢
が
含
ま
れ
る
部
分

で
は
、
旋
律
線
に
お
い
て
類
似
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
な

通
作
形
式
で
は
な
く
部
分
的
に
有
節
ふ
う
を
演
出
し
た
。
本
論
文
で
は
揺

動
強
勢
の
音
楽
的
処
理
を
中
心
に
分
析
を
行
な
う
た
め
、
各
楽
曲
の
詳
細

な
分
析
に
は
言
及
し
な
い
が
、
楽
曲
構
成
の
概
要
の
み
巻
末
の
【
表
５
】

に
あ
げ
て
お
く
。
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２　

第
一
行
と
第
五
行
の
「K

ennst du [

…]?

」
に
お
け
る

　
　

揺
動
強
勢
と
拍
節
の
関
係

　

詩
の
分
析
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
共
通
す
る
語
群
「ken

n
st d

u

」

で
始
ま
る
第
一
行
と
第
五
行
に
お
い
て
は
、
ヤ
ン
ブ
ス
（
弱
強
格
）
と
の

ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
（
強
弱
弱
格
）
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
選
択
し
た
場
合

　

分
析
対
象
と
し
た
七
人
の
中
で
は
五
人
が
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
選
択
し
て

い
た
。
な
か
で
も
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
の
第
一
行
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
第
一
行

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
拍
子
系
と
二
拍
子
系
に
お
け
る
典
型
的
な
ダ
ク
テ
ュ
ル

ス
の
処
理
法
と
言
え
よ
う
。

　

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
【
譜
例
1
】
は
三
音
節
す
べ
て
に
同
じ
音
価
、
同
じ
音

を
与
え
た
が
、
重
い
音
節
（ken

n
st

）
を
強
拍
に
、
続
く
軽
い
二
音
節
（d

u
 

d
as

）
を
弱
拍
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
の
韻
律
（
強
弱

弱
）
を
拍
節
に
置
き
換
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
【
譜
例
2
】
は
重
い
音
節
を
第
一

拍
に
、
軽
い
二
つ
の
音
節
を
重
い
音
節
の
半
分
の
音
価
で
第
二
拍
に

置
く
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
さ
ら
に
明
確
に
拍
節
で
表
現

し
て
い
る
。

　

シ
ュ
ー
マ
ン
【
譜
例
3
】
も
同
様
に
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
歌
唱
声
部

の
音
価
に
よ
っ
て
踏
襲
し
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
は
重
い
音
節
を
第

一
拍
で
は
な
く
第
二
拍
に
置
き
、
続
く
二
つ
の
軽
い
音
節
を
第
三
拍

に
そ
の
半
分
の
音
価
で
置
い
て
い
る
。
と
く
に
譜
例
に
挙
げ
た
第
五

行
に
お
い
て
は
一
回
目
の
「ken

n
st

」
で
和
声
が
ド
ミ
ナ
ン
ト
に
進

行
、
二
回
目
の
「ken

n
st

」
で
は
非
和
声
音
（c2

）
を
そ
こ
へ
当
て

る
こ
と
に
よ
り
、「ken

n
st

」
に
拍
節
的
重
き
が
か
か
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。「ken

n
st

」
に
拍
節
的
な
重
き
を
持
っ
た
こ
の
歌
唱

声
部
の
旋
律
線
が
ゼ
ク
エ
ン
ツ
の
形
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
旋
律
線

の
上
に
図
示
し
た
よ
う
な
小
節
線
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
た
三
拍

【譜例 1】ライヒャルト　第 1 詩節・第 1 行（T. 1−2）

【譜例 2】シューベルト　第 1 詩節・第 1 行（T. 1−2）
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子
の
拍
節
が
一
時
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「ken

n
st es w

o
h

l

」

と
い
う
語
群
が
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
の
ま
と

ま
り
を
よ
り
強
め
、
そ
の
最
初
の
音
と
な
る

「ken
n

st

」
が
明
確
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ヴ
ォ
ル
フ
に

至
っ
て
は
「ken

n
st

」
に
比
べ
て
短
い
音
価

で
弱
拍
あ
る
い
は
拍
の
裏
に
置
か
れ
た
「d

u

」

よ
り
も
、
あ
と
に
続
く
冠
詞
や
代
名
詞
「d

as 

[es/ih
n

]

」
の
音
価
を
さ
ら
に
短
く
す
る
こ
と

に
よ
り
、
拍
節
の
揺
動
性
に
も
同
時
に
配
慮

し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
場
合
、

ま
ず
歌
唱
声
部
に
の
み
注
目
す
る
と
第
一
行

と
第
五
行
の
リ
ズ
ム
は
同
一
で
、
第
一
拍
に

四
分
音
符
で
置
か
れ
た
「ken

n
st

」
が
、
第

二
拍
に
付
点
八
分
音
符
で
置
か
れ
た
「d

u

」

よ
り
も
重
き
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
実
際
、
第
一
行
【
譜
例
4a
】
は
前
述
の

「
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
選
択
し
た
場
合
」
に
該
当

す
る
。
し
か
し
、
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
は

こ
の
二
行
の
間
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

第
五
行
【
譜
例
4b
】
の
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い

【譜例 3】シューマン　第 1 詩節・第 5 行（T. 17−19）

【譜例 4】ベートーヴェン　第 1 詩節

a. ダクテュルスを選択した場合
 第 1行（T. 1－ 2）

b. 両方の強勢を表現した場合
 第 5行（T. 16－ 17）
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て
は
「d

u

」
が
歌
わ
れ
る
第
二
拍
を
頂
点
と
す
る
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
が

付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
歌
唱
旋
律
と
同
じ
音
域
で
ユ
ニ
ゾ
ン
の
関
係
に
あ
る

ソ
プ
ラ
ノ
声
部
が
「d

u

」
の
瞬
間
に
跳
躍
下
行
し
、
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

の
音
域
で
ユ
ニ
ゾ
ン
を
始
め
る
。
加
え
て
第
一
行
に
お
い
て
は
第
一
拍
で

の
み
打
鍵
さ
れ
て
い
た
バ
ス
声
部
が
、
第
五
行
に
お
い
て
は
「d

u

」
と

と
も
に
第
二
拍
で
再
度
打
鍵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ピ
ア
ノ
声
部
の
変
化
に

よ
り
、
第
五
行
に
お
い
て
は
第
第
一
行
に
く
ら
べ
て
「d

u

」
の
音
節
に

よ
り
強
い
重
き
を
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
「d

u

」

の
持
つ
重
き
も
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
【
譜
例
5
】
の
場
合

は
、
3
／
4
拍
子
の
曲
を
6
／
8
拍
子
ふ
う

に
記
譜
す
る
こ
と
で
、
各
音
節
に
与
え
ら

れ
た
拍
節
的
重
き
の
差
を
視
覚
的
に
も
音

楽
的
に
も
明
示
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
ツ
ェ
ル
タ
ー
【
譜
例
6
】
は

「ken
n

st d
u

 d
as

」
の
三
音
節
を
ア
ウ
フ

タ
ク
ト
と
し
て
処
理
し
、
こ
れ
ら
の
抑
揚

の
表
現
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
あ
と
に
続

く
「Lan

d

」
に
長
い
音
価
や
倚
音
を
伴

う
非
和
声
音
（a1

）
を
含
む
和
音
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
表
現
の
中
心

が
揺
動
強
勢
の
問
題
よ
り
も
行
末
の
単
語

「Lan
d

国
」（
第
一
行
）
や
「w

o
h

l

」（
第

五
行
）
の
拍
節
的
強
調
に
専
念
し
て
い
る
。

ヤ
ン
ブ
ス
を
選
択
し
た
場
合

　

七
人
の
作
曲
家
の
中
で
た
だ
一
人
ヤ
ン

【譜例 5】ヴォルフ　第 1 詩節・第 1 行（T. 5−6）

【譜例 6】ツェルター　第 1 詩節・第 1 行（T. 1−2）
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ブ
ス
を
選
択
し
、
一
貫
し
て
「d

u

」
に
重
き
を
お
い
た
の
が
リ
ス
ト
で

あ
る
【
譜
例
7
】。
彼
は
「ken

n
st

」
を
四
分
音
符
で
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
と

し
、「d

u

」
は
そ
れ
よ
り
も
長
い
付
点
四
分
音
符
で
小
節
の
頭
に
、
そ
し

て
「d

as

」
は
前
の
二
音
節
よ
り
も
短
い
八
分
音
符
で
第
二
拍
の
裏
へ
置

い
た
。
し
か
も
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
「ken

n
st

」
に
当
て
ら
れ
た
主
和

音
が
「d
u

」
で
複
雑
な
付
加
六
の
和
音
に
進
行
し
、
さ
ら
に
そ
こ
へ
ア

ル
ペ
ッ
ジ
ョ
と
い
う
演
奏
表
現
法
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
「d

u

」
の
拍
節
的
重
き
が
よ
り
際
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅲ
詩
節
の
第
一
行
【
譜
例
8
】
に
お
い
て
は
歌
唱

旋
律
が
デ
ク
ラ
マ
ト
ー
リ
ッ
シ
ュ
に
変
化
す
る
が
「d

u

」

が
長
い
音
価
で
第
一
拍
に
置
か
れ
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
ピ
ア
ノ
の
ソ
プ
ラ
ノ
声
部
が
第
Ⅰ
、
Ⅱ
詩
節
ま
で

の
歌
唱
旋
律
（
丸
印
）
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
歌
唱
声
部

と
の
二
重
唱
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
、
こ
の
二
つ
の
声
部

が
徹
底
し
て
「d

u

」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
リ
ス
ト
は
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
の
機
能
を
全
く
無

視
し
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
第
五
行
【
譜
例

9
】
の
歌
唱
声
部
の
リ
ズ
ム
に
限
っ
て
注
目
し
て
み
る
と

「ken
n

st

」
は
小
節
の
頭
に
「d

u

」
や
「es

」
よ
り
も
長

い
音
価
で
置
か
れ
て
お
り
、
音
価
の
面
か
ら
は
ダ
ク
テ
ュ

ル
ス
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
は
【
譜
例
4b
】
で
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
用
い
た
用
法
と
、
非
常
に
よ
く
似
て
い

る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
用
い
た
歌
唱
声
部
の
音
高
線
は

「ken
n

st d
u

」
か
ら
「w

o
h

l?

」
に
向
か
っ
て
ほ
ぼ
順
次

上
行
す
る
中
で
、
そ
の
途
中
に
位
置
す
る
「d

u

」
に
ク

レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
を
付
け
た
の
に
対
し
、
リ
ス
ト
の
用
い
た

【譜例 7】リスト　第 1 詩節・第 1 行（T. 1−2）

【譜例 8】リスト　第 3 詩節・第 1 行（T. 62−63）
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音
高
線
は
、「d

u

」
を
頂
点
と
す

る
山
形
を
と
っ
て
い
る
。
歌
唱
声

部
が
歌
わ
れ
る
瞬
間
に
ピ
ア
ノ
声

部
は
い
ず
れ
も
休
符
で
あ
り
、
こ

の
「du

」
へ
向
か
う
歌
唱
旋
律

の
五
度
あ
る
い
は
六
度
の
大
幅
な

跳
躍
上
行
が
「du

」
へ
重
き
を
決
定
す
る
。
と
く
に
三
回
目
の
「K

ennst	
du	es	w

ohl

」（
第
十
七
小
節
）
に
お
い
て
は
、
前
の
二
回
に
比
べ
て
跳

躍
の
幅
が
広
が
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、「es

」
の
前
に
十
六
分
音
符
が
挿

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、音
節
と
し
て
の
「es

」
の
軽
さ
と
続
く
「w

ohl

」

の
重
さ
が
よ
り
際
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
唱
声
部
の
後
打
ち
で

は
あ
る
も
の
の
、「kennst

」
の
あ
と
の
和
音
（
第
三
音
が
半
音
下
げ
ら

れ
た
Ⅳ
度
）
に
「du

」
の
あ
と
で
は
第
六
音
が
加

わ
り
、
印
象
的
な
響
き
の
付
加
六
の
和
音
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
「du

」
の
重
き
を
際
立
た
せ
る

の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
リ
ス
ト
は
第
五

行
に
お
い
て
、
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
歌
唱
声
部
の
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
表
現
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
拍
節
と

し
て
は
機
能
し
な
い
よ
う
に

●

●

●

●

●

●

音
の
高
さ
や
ク
レ
ッ

シ
ェ
ン
ド
に
よ
っ
て
操
作
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
彼
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「d

u

」
へ
の

重
き
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
の

対
象
を
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
決
め
打
ち
し
、
表
現
す

る
こ
と
に
腐
心
し
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。
こ
の

こ
と
は
、
彼
が
曲
の
最
後
を
「o

 V
ater, o

 m
ein

 

B
esch

u
tzer, G

elieb
ter, d

ah
in

!

」
と
「d

u

」
の

指
し
示
す
名
詞
を
列
挙
し
た
う
え
、「G

elieb
ter

　

愛
す
る
人
」
を
最
後
の
呼
び
か
け
に
お
い
て
い

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
【
譜
例
10
】。

【譜例 9】リスト　第 1 詩節・第 5 行（T. 14−17）

【譜例 10】リスト（T. 97−102）
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３　

第
六
行
「D

ah
in

! D
ah

in
!

」
に
対
す
る
拍
節
処
理

　

も
う
一
カ
所
の
揺
動
強
勢
を
有
す
る
第
六
行
の
「d

ah
in

」
に
お
い
て
は
、

「d
a=

ミ
ニ
ヨ
ン
の
憧

れ
の
場
所
」
と
「h

in
=

方
向
性
」
の
ど
ち
ら

を
強
調
し
た
い
か
に

よ
っ
て
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス

（
強
弱
格
）
と
ヤ
ン
ブ

ス
（
弱
強
格
）
の
ニ
通

り
の
解
釈
が
可
能
と
な

る
。
七
人
の
作
曲
家
の

う
ち
、
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト

と
ヴ
ォ
ル
フ
以
外
の
五

人
が
第
六
行
の
み
、
あ

る
い
は
ア
ン
ジ
ャ
ン
ブ

マ
ン
で
連
結
す
る
第
六
、

七
行
を
一
対
に
し
て
数

回
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
単
語
や
語
群

を
強
調
し
て
い
る
。
一

行
の
中
で
二
回
繰
り
返

さ
れ
る
「d

ah
in

」
に

関
し
て
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
作
品
の
一
部
分
（
第
二
二
～
二
三
、二
九

～
三
〇
、六
三
～
六
四
、七
〇
～
七
一
小
節
）
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品

に
お
い
て
常
に
ほ
ぼ
同
一
の
音
形
を
音
高
の
み
変
え
て
繰
り
返
し
て
い
る
。

韻
律
は
ヤ
ン
ブ
ス
を
選
択
し
た
も
の
と
、
両
方
の
重
さ
を
表
現
し
た
も
の

は
あ
っ
た
が
、
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス
を
選
択
し
た
作
曲
家
は
七
人
の
中
に
は
い

な
か
っ
た
。

ヤ
ン
ブ
ス
を
選
択
し
た
場
合

　
「d

ah
in

」
の
通
常
の
韻
律
「
弱
・
強
」
を
拍
節
で
踏
襲
す
る
場
合
、

【
譜
例
11
】
の
よ
う
に
歌
唱
声
部
に
お
い
て
は
「d

a

」
が
弱
拍
あ
る
い
は

拍
の
裏
に
短
い
音
価
で
、「h

in

」
が
強
拍
あ
る
い
は
拍
の
表
に
長
い
音
価

で
置
か
れ
る
。
ピ
ア
ノ
声
部
は
「h

in

」
と
同
時
に
そ
の
前
後
よ
り
も
多

く
低
い
音
を
打
鍵
し
、
ま
た
和
声
も
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
唱

声
部
に
お
け
る
「h

in

」
の
拍
節
的
重
き
を
補
強
し
て
い
る
。

　

こ
の
手
法
は
リ
ス
ト
の
他
に
は
ツ
ェ
ル
タ
ー
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
る
「d

ah
in

」
の
す
べ
て
に
お
い
て
徹
底
し
て
「h

in

」
に
重
き
を
持

た
せ
た
の
は
リ
ス
ト
だ
け
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
七
人
の
作
曲
家
の
中
で
唯
一
「d

a

」
も
「h

in

」
も
拍
の
裏

に
お
き
、
し
か
も
ほ
ぼ
同
じ
音
価
で
扱
っ
た
の
が
ヴ
ォ
ル
フ
で
あ
る
【
譜

例
12
】。
彼
の
場
合
は
「d

a

」
か
ら
「h

in

」
に
向
か
っ
て
長
二
度
下
行
し
、

二
回
目
の
「d

ah
in

」
で
は
そ
の
音
形
が
三
度
上
で
繰
り
返
さ
れ
る
。「
た

【譜例 11】リスト　第 1 詩節・第 6 行（T.19−21）
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め
息
の
音
形
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
行
形
は
通
常
、
音
楽
的

圧
力
の
自
然
な
減
衰
を
も
た
ら
す
が
、
こ
こ
で
は
「h

in

」
に
向
か
っ
て

ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
は
歌
唱
声
部
と
は
反
対
に
上
行
形

が
置
か
れ
、「h

in

」
の
直
前
（
第
四
拍
）
か
ら
バ
ス
声
部
に
一
オ
ク
タ
ー

ヴ
下
の
声
部
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、「h

in

」
に
向
か
う
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン

ド
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
拍
子
や
小
節
線
と

い
っ
た
枠
組
み
、
そ
し
て
音
価
と
は
無
関
係
に
、
デ
ィ
ナ
ー
ミ

ク
と
同
時
に
鳴
り
響
く
音
の
数
の
変
化
に
よ
っ
て
言
葉
の
韻
律

を
表
現
し
よ
う
と
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
の
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
。

両
方
の
強
勢
を
表
現
し
た
場
合

　

こ
の
用
法
で
は
、
歌
唱
旋
律
に
お
い
て
「h

in

」
が
「d

a

」

よ
り
も
長
い
音
価
で
強
拍
に
置
か
れ
る
。
一
方
で
「d

a

」
に
対

し
て
は
、
歌
唱
旋
律
に
は
「h

in

」
の
先
取
音
を
含
む
複
数
の

音
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
も
複

雑
な
和
音
が
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「h

in

」
に
匹
敵
す
る

重
き
を
置
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
【
譜
例
13
】

は
、「d

a

」
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
一
回
目
で
は
六
度
、
二
回
目
で

は
属
九
の
和
音
と
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
先
鋭
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
弱
拍
に
お
か
れ
た
「d

a

」
に
対
し
て
「h

in

」
に
匹

敵
す
る
拍
節
的
重
き
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
回
目
の
「h

in

」（b
1

）
か
ら
次
の
「d

a

」（es2

）

に
向
か
っ
て
の
四
度
跳
躍
上
行
も
和
声
の
先
鋭
化
を
手
助
け
し

て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「“ken

n
st”

と”d
u

”

の
両
方
に
重

き
を
置
く
方
法
」
の
場
合
と
同
様
、
拍
節
的
重
き
が
歌
唱
声
部

【譜例 12】ヴォルフ　第 1 詩節・第 6 行（T. 32−33）

【譜例 13】　ライヒャルト　第 1 詩節・第 6 行（T. 18−20）
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の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と

を
示
す
好
例
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
手
法
は
ツ
ェ
ル
タ
ー
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。

二
種
類
の
拍
節
の
混
在

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
「d

ah
in

」
に
対
し
て
用
い
た
拍

節
の
操
作
は
、
他
の
作
曲
家
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る

【
譜
例
14
】。
彼
は
各
詩
節
の
第
六
行
を
そ
れ
ぞ
れ
三
回
繰

り
返
し
て
い
る
が
、
中
で
も
一
回
目
と
二
回
目
は
類
似
の

旋
律
線
を
異
な
る
拍
節
で
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
が

強
く
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
回
目
前
半
の
「d

ah
in

」（
第
十
八
小
節
）
で
は
、
歌

唱
声
部
に
お
い
て
「h

in

」
が
第
一
拍
に
長
い
音
価
で
置

か
れ
る
の
と
同
時
に
、
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
は
バ
ス

（F

）
が
打
鍵
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「h

in

」
に
明
確
な
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
一
の
リ
ズ
ム
を
一
回
目

後
半
の
「d

ah
in

」（
第
十
九
小
節
）
は
二
度
上
の
音
程
で

繰
り
返
す
。
前
半
の
「h

in

」（a1

）
か
ら
後
半
の
「d

a

」

（c2

）
に
向
か
っ
て
三
度
跳
躍
上
行
し
、
さ
ら
に
は
「d

a

」

が
歌
わ
れ
る
瞬
間
に
ピ
ア
ノ
声
部
の
左
手
に
ア
ク
セ
ン
ト

が
付
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
前
半
の
単
独
で
歌
わ
れ
た

「d
a

」
よ
り
も
そ
の
瞬
間
の
拍
節
的
重
き
は
強
ま
っ
て
い

る
。

【譜例 14】ベートーヴェン：第 1 詩節・第 6 行（T.18−32）
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二
回
目
の
「D

ah
in

! D
ah

in
!

」（
第
二
四
、二
五
小
節
）
は
、
歌
唱
声
部

を
三
拍
分
先
行
す
る
形
で
ピ
ア
ノ
の
ソ
プ
ラ
ノ
声
部
（
第
二
三
小
節
）
に

一
回
目
の
歌
唱
旋
律
が
現
れ
、
そ
れ
を
第
二
四
小
節
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
か
ら

歌
唱
声
部
が
一
小
節
分
ず
れ
た
旋
律
線
で
追
い
か
け
る
。
歌
唱
声
部
に
お

い
て
は
一
回
目
と
同
様
、
二
回
目
も
音
価
の
違
い
や
割
り
当
て
ら
れ
た
拍

の
位
置
に
よ
っ
て
明
確
に
「h

in

」
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
歌
唱
声
部
を
先
行
す
る
ピ
ア
ノ
声
部
に
お
い
て
は
、「d

a

」
に
あ
た

る
部
分
に
二
回
と
も
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

ピ
ア
ノ
は
「d

a–h
in

」（
重
・
軽
）、
歌
は
「d

a–h
in

」（
軽
・
重
）
と
い
う

ア
ク
セ
ン
ト
で
、
し
か
も
三
拍
分
ず
れ
な
が
ら
の
カ
ノ
ン
を
構
成
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
八
～
二
〇
小
節
の
旋
律
線
が
第
二
三
小

節
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
旋
律
線
と
歌
詩
の
関
係
に
は
一
小

節
分
の
齟
齬
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
第
二
三
～
二
五
小
節
に
か
け
て
ピ
ア
ノ

と
歌
唱
旋
律
の
強
勢
の
位
置
が
異
な
る
と
い
う
複
雑
な
拍
節
構
造
を
成
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
三
回
目
の
「d

ah
in

（
第 

二
九
～
三
二
）」
に
お
い
て

は
、
二
回
目
ま
で
と
比
べ
て
「d

a

」
に
長
い
音
価
が
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら

「h
in

」
へ
向
け
て
音
がb

1—
c2—

b
1—

a1

と
経
過
的
に
揺
れ
動
く
。
ま

た
、
ピ
ア
ノ
声
部
は
「d

a

」
と
同
時
に
属
七
の
和
音
が
打
鍵
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
部
分
の
拍
節
的
重
き
を
手
助
け
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

「h
in

」
の
音
価
は
「d

a

」
よ
り
も
短
い
と
は
い
え
、
第
一
拍
に
置
か
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
ピ
ア
ノ
声
部
の
バ
ス
は
常
に
「h

in

」
と
同
時
に
打
鍵
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
歌
唱
声
部
と
ピ
ア
ノ
の
右
手
声
部
は
ト
ロ
ヘ
ー
ウ
ス

「d
a–h

in

（
重
・
軽
）」、
ピ
ア
ノ
の
左
手
声
部
は
ヤ
ン
ブ
ス
の
「d

a–h
in

（
軽
・
重
）」
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
ち
、
そ
れ
が
同
時
に
演
奏
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
聴
き
手
は
「d

a

」
と
「h

in

」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
重
き
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
第
五
行
の
「ken

n
st d

u

」
に
対
し
て
は
デ
ィ
ナ
ー

ミ
ク
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
音
節
が
歌
わ
れ
た
瞬
間
に
重
き
を
持
つ
よ
う

に
作
曲
し
て
い
た
が
（【
譜
例
4b
】
参
照
）、
こ
こ
で
は
デ
ィ
ナ
ー
ミ
ク
は

用
い
ず
に
和
声
と
音
域
に
よ
っ
て
同
様
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
第
六
行
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ト
以
外
の
作
曲
家
は

揺
動
強
勢
を
音
楽
に
反
映
さ
せ
つ
つ
も
、
ヤ
ン
ブ
ス
を
優
先
さ
せ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
「d

a

」
か
ら

「h
in

」
に
向
か
っ
て
二
度
下
行
す
る
一
回
目
の
音
形
を
、
二
回
目
で
は
よ

り
高
い
音
程
で
反
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
が
つ
の
る

様
子
を
音
域
の
上
昇
に
よ
り
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

　

一
方
で
、
揺
動
強
勢
を
音
楽
に
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
リ
ス
ト
だ
が
、

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
「d

ah
in

」
の
す
べ
て
に
お
い
て
、「d

a

」
か
ら

「h
in

」
に
向
か
っ
て
上
行
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
方
向
性
を
示
す

「h
in

」
へ
重
き
を
置
く
こ
と
に
集
中
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
リ
ス
ト
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
超
え
て
イ
タ
リ
ア
へ
行
く
、

あ
る
い
は
神
の
い
る
天
国
へ
行
く
、
と
い
う
憧
れ
の
場
所
へ
到
達
す
る
た

め
の
上
向
き
の
方
向
を
「h

in

」
と
い
う
こ
と
ば
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

に
表
現
の
す
べ
て
を
集
中
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
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彼
が
こ
の
曲
の
歌
い
納
め
を
「d

ah
in

」
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
続
く
ピ
ア
ノ
後
奏
が
さ
ら
に
上
昇
し
続
けcis4

と

い
う
高
音
で
曲
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（【
譜

例
10
】
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
七
人
の
作
曲
家
の
中
で
唯
一
強
勢
の
揺
動
性
を
明
示
し

て
い
た
の
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
あ
る
。
と
く
に
第
二
三
小
節
か
ら
の
繰

り
返
し
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
と
歌
の
拍
節
の
ず
れ
、
お
よ
び
旋
律
線
と
歌
詞

の
齟
齬
は
他
の
作
曲
家
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
的
な
手
法
で
あ
る

（【
譜
例
14
】
参
照
）。
つ
ま
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「d

ah
in

」
に
お
け
る

二
種
類
の
強
勢
を
様
々
な
方
法
で
書
き
分
け
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
続
け
ざ
ま
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
せ
る
と
い
う
複
雑
な

拍
節
に
よ
っ
て
、「
ミ
ニ
ョ
ン
の
象
徴
」
す
な
わ
ち
「
不
安
定
な
憧
憬
と

焦
燥
」
を
体
現
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

結
論
と
今
後
の
展
望

　

ミ
ニ
ョ
ン
の
歌»K

en
n

st d
u

 d
a

s La
n

d
?  «

に
対
す
る
七
人
の
作
曲
家

の
歌
曲
作
品
を
分
析
し
た
結
果
、
揺
動
強
勢
に
対
す
る
拍
節
処
理
に
関
し

て
次
の
二
つ
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1　

第
一
、五
行
の
「K

en
n

est d
u

」
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
作
曲

家
が
ダ
ク
テ
ュ
ル
ス
を
選
択
し
、
何
人
か
は
そ
の
上
で
強
勢
の
揺
動
性
も

同
時
に
表
現
し
て
い
た
。
唯
一
ヤ
ン
ブ
ス
を
選
択
し
た
リ
ス
ト
は
、
ミ

ニ
ョ
ン
が
話
し
か
け
る
相
手
「d

u

」
の
拍
節
的
強
調
を
一
貫
し
て
行
な

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
の
対
象
を
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
み
に

絞
り
、
そ
れ
を
作
品
の
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
を
選
択
し
て
い
た
。

2　

第
六
行
の
「d

ah
in

」
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
作
曲
家
が
ヤ
ン
ブ

ス
を
選
択
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
歌
唱
旋
律
と
は
異

な
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
位
置
で
ピ
ア
ノ
声
部
に
歌
唱
旋
律
を
模
倣
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
二
つ
の
強
勢
の
位
置
を
歌
と
ピ
ア
ノ
の
カ
ノ
ン
の
形
で
提
示

し
て
い
た
。
こ
の
手
法
は
歌
曲
作
品
全
体
の
中
で
見
て
も
非
常
に
珍
し
い

拍
節
的
処
理
と
言
え
よ
う
。
こ
の
歌
唱
声
部
と
ピ
ア
ノ
声
部
間
に
お
け
る

対
照
的
な
拍
節
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ミ
ニ
ョ
ン
の
存
在
お
よ
び
性
格
の

象
徴
で
あ
る
「
対
極
」32

を
表
現
し
た
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

歌
曲
分
析
の
多
く
は
詩
の
韻
律
と
歌
唱
旋
律
の
音
価
の
関
係
の
考
察
に

集
約
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
拍
節
も
言
語
学
の
視
点
か
ら
考
察

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
歌
曲
に
お
け
る
拍
節
研
究
で
は

数
々
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
。
し
か
し
本
研
究
を
通
し
て
、
拍
節
の
決
定

に
は
音
程
や
デ
ィ
ナ
ー
ミ
ク
、
同
時
に
打
鍵
さ
れ
る
音
の
数
、
そ
し
て
ピ

ア
ノ
声
部
の
和
声
変
化
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

と
く
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
に
見
ら
れ
た
拍
節
の
扱
い
は
興
味
深

い
。
筆
者
は
す
で
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
分
析
を
通



	

91

歌曲における揺動強勢の処理法

し
、
拍
節
は
小
節
線
や
拍
子
と
は
無
関
係
に
機
能
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
て
き
た

33

。
本
研
究
で
は
そ
こ
へ
詩
が
加
わ
り
、
音
楽
と
言

語
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
の
融
合
と
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
歌
曲
を
分
析
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
器
楽

曲
よ
り
も
さ
ら
に
複
雑
な
拍
節
の
綾
を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
の

拍
節
に
対
し
て
の
意
識
の
高
さ
と
こ
だ
わ
り
が
よ
り
顕
在
化
し
た
。
事
実
、

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
や
ツ
ェ
ル
タ
ー
の
作
品
に
お
け
る
拍
節
と
比
較
し
て
み
て

も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
そ
れ
は
格
段
に
複
雑
化
し
て
い
る

34

。
こ
の
こ

と
か
ら
、
彼
が
続
く
世
代
に
拍
節
面
で
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
さ
ら
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
中
心
と
す
る
古
典
派
か
ら
ロ
マ
ン
派

へ
の
過
渡
期
の
作
品
に
お
け
る
拍
節
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
時
代
に
拍
節
構
造
に
対
し
て
作
曲
家
の
ど
の
よ
う
な
意
識
変
化
が
起

こ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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se, H
ild

esh
eim

 2006, S. 111–123.

14 
Ju

n
g–K

aiser, 2006, S. 115f.

参
照
。

15 
Seid

lin
, O

skar, Z
u

r M
ign

o
n

–B
a

lla
d
e, in

: V
o
n

 G
o
eth

e zu
 T

h
o
-

m
a

s M
a

n
n

, Z
w

ö
lf V

ersu
ch

e, G
ö

ttin
gen

 1
9

6
3

,S. 2
3

–7
7

, S. 3
1

f.

参
照
。

16 
[B

egegn
et u

n
s u

n
ter jen

en
 Z

yp
ressen

, d
ie ih

re ern
sth

aften
 

G
ip

fel gen
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im
m

el w
en

d
en
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esu

ch
t u

n
s an

 jen
en

 Sp
alieren
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w
o

 d
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n

en
 u
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o
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 n

eb
en
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n

s b
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o
 d

ie 
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e M

yrte u
n
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lu

m
en

 d
arreich

t,], G
o

eth
e, 

1992, S. 965, Z
. 11–15.

山
崎
、
二
〇
〇
〇
年
、
下
巻
、

290
ペ
ー
ジ
。

17 

ゴ
ン
テ
イ
ア
＝
ル
イ
ス
・
フ
ィ
ン
ク
お
よ
び
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ー

ス
カ
ン
プ
参
照
。
と
く
に
フ
ォ
ー
ス
カ
ン
プ
は
、
ゲ
ー
テ
が
一
七
八
六

年
九
月
二
二
日
の
日
記
に
「
私
は
長
い
こ
と
ミ
ニ
ョ
ン
の
母
国
に
あ
る

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
や
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
ツ
に
行
き
た
か
っ
た
。」
と
書
い
て
い
る
こ

と
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。Fin

k, G
o

n
th

eier–Lo
u

is, K
en

n
st d

u
 

d
a

s La
n

d
? W

o
 d

ie Z
itro

n
en

 b
lü

h
n

. In
 d

er Sich
t vo

n
 gestern

 u
n

d
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d
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reta
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en
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erh
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en
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o
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, W

ilh
elm
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om
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en
ta
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: G

o
eth

e W
erke Ju

b
ilä

u
m

sa
u

sga
b
e B

d
. 4, S. 689–690.
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ヘ
ア
マ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
お
よ
び
ユ
ン
グ
＝
カ
イ
ザ
ー
参
照
。M

eyer, 

H
erm

an
, M

ign
o
n

s Ita
lien

lied
 u

n
d

 d
a

s W
esen

 d
er V

ersein
la

ge 

im
 „W

ilh
elm
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eister“. V

ersu
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 ein
er gegen

stä
n

d
lich

en
 Po

lem
ik
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h
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9
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2
, S. 1

4
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9
, S.1

5
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g–K
aiser, 

2006, S. 116.
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er sein

e Freu
n

d
e m

ü
ssen

 m
ir versp

rech
en

, m
ich

 in
 

sein
em

 V
aterlan

d
e, an

 d
em

 P
latze zu

 b
esu

ch
en

, w
o

 d
as arm

e 

G
esch

ö
p

f geb
o

ren
 u

n
d

 erzo
gen

 w
urd

e, sie m
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ssen
 d

ie Säu
len

 

u
n

d
 Statu

en
 seh

en
, vo

n
 d

en
en
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m

 n
o

ch
 ein

e d
u

n
kle Id

ee 

ü
b

rig geb
lieb

en
 ist.

］ G
o

eth
e, 1992, S. 960, Z

. 10–14.

20 

別
荘
に
関
す
る
記
述
は
第
八
巻
・
第
九
章
、Go

eth
e, 1992, S. 967, Z

. 

16–22.

山
崎
、
二
〇
〇
〇
年
、
下
巻
二
九
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

21 

第
八
巻
・
第
八
章
に
お
け
る
神
父
の
話
参
照
。G

o
eth

e, 1992, S. 

958, Z
. 27–S. 959, Z

. 4.

山
崎
、
二
〇
〇
〇
年
、
下
巻
二
八
〇
ペ
ー
ジ
。

22 

第
八
巻
・
第
八
章 [

⋮m
it ein

em
 h

eiligen
 V

ertrau
en

 w
ar au

ch
 

d
ieses g

u
te, gegen

 d
ie M

en
sch

en
 so

 versch
lo

ssen
e H

erz, 

b
estän

d
ig zu

 sein
em

 G
o

tt gew
en

d
et.] G

o
eth

e, 1992, S. 958, Z
. 

27–29. 

山
崎
、
二
〇
〇
六
年
、
下
巻
二
八
〇
ペ
ー
ジ
。

23 

フ
ォ
ー
ス
カ
ン
プ
は
、
こ
の
「B

erg

」
が
ゲ
ー
テ
が
初
め
て
の
ス
イ

ス
旅
行
で
体
験
し
た
サ
ン
・
ゴ
ダ
ー
ド
峠
を
指
す
と
し
て
い
る
。
確
か

に
ゲ
ー
テ
の
中
に
は
ア
ル
プ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
サ
ン
・
ゴ
ダ
ー
ド

峠
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
ミ
ニ
ョ
ン
の
詩
に
お
い
て
指

し
示
さ
れ
る
憧
れ
の
場
所
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
の
は
い
さ
さ
か
短
絡

的
で
あ
ろ
う
。V

o
ß

kam
p

, 1998, S. 690.

24 
Ju

n
g–K

aiser, 2006, S. 117.

25 

第
四
巻
・
第
二
章
以
降
、
ミ
ニ
ョ
ン
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
も
戸
惑
う
よ

う
な
情
熱
的
な
態
度
を
彼
に
対
し
て
取
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
点

で
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
態
度
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
巻
・
第

十
四
章
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
ミ
ニ
ョ
ン
を
お
い
て
旅
立
つ
こ

と
を
告
げ
た
際
に
、
彼
女
は
最
初
の
全
身
痙
攣
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
彼
女
自
身
も
気
付
か
な
い
早
い
時
期
か
ら
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
へ

対
す
る
恋
心
が
芽
生
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

26 
Lieh

n
h

ard
, 1978, S. 48f.

27 

こ
の
詩
が
歌
わ
れ
る
直
前
の
第
二
巻
・
最
終
章
に
お
い
て
、
ミ
ニ
ョ

ン
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
こ
と
を
初
め
て
「
お
父
さ
んm

ein
 V

ater

」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

28 

リ
ー
ン
ハ
ル
ト
は
二
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
す
な
わ
ち
「d

a

●h
in

」
に

よ
っ
て
彼
女
の
故
郷
へ
行
く
願
望
を
、「d

ah
i

●n

」
に
よ
っ
て
で
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
も
共
に
生
き
る
と
い
う
願
望
の
二
つ
を
ミ
ニ
ョ
ン
の
憧
れ
と
し
て

表
現
す
べ
き
と
し
て
い
る
。Lien

h
ard

t, 1978, S. 47.

29 

こ
れ
は
各
詩
節
の
最
終
詩
行
で
は
な
く
、
第
三
詩
節
・
第
七
行

の
み
を
指
す
。［...u

n
d

 ih
r La

ß
 u

n
s zieh

n
! W

u
sste sie b

ei jed
er 

W
ied

erh
o

lu
n

g d
argestellt zu

 m
o

d
ifi

zieren
, ...

］Go
eth

e , 1992, S. 

504, Z
. 22–24.

30 

山
崎
、
二
〇
〇
〇
年
、
上
巻
、
二
二
九
︱
二
三
〇
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

原
文
はG

o
eth

e, 1992, S. 504, Z
. 17–25.

31 
【
表
５
】
参
照
。 

32 
ミ
ニ
ョ
ン
に
は
「
体
が
心
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
」（
山
崎（2006

）

上
巻
、
210
ペ
ー
ジ
）
と
い
っ
た
対
極
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彼
女
の

第
二
の
詩
「
た
だ
憧
れ
を
知
る
も
の
だ
け
が N

u
r d

ie Seh
n

su
ch

t 
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ken
n

t

」（
第
四
巻
・
第
十
二
章
）
に
お
い
て
詩
の
形
式
や
使
用
さ
れ
て

い
る
単
語
に
よ
っ
て
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
見
ら
れ
る

「
対
極
」
に
関
し
て
は
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ア
モ
ナ
イ
ト
の
研
究

が
詳
し
い
。U
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n
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o
n
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en

su
ch
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ain
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ieh
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 1992, S. 37–66. 

33 
Ito

, A
ya, Stu

d
ien

 zu
r M

etrik
 B

eeth
oven

s, Fran
kfu

rt am
 M

ain
 

2006.

34 

音
楽
に
そ
れ
ほ
ど
明
る
く
な
い
ゲ
ー
テ
の
う
し
ろ
に
控
え
、
音
楽
に

関
し
て
指
南
し
て
い
た
ツ
ェ
ル
タ
ー
は
、
完
全
な
有
節
形
式
で
平
易
な

旋
律
を
作
曲
し
た
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
に
対
し
て
は
「
原
文
の
あ
る
種
の
条

件
を
呼
び
起
こ
す
」
と
し
て
い
る
が
、
変
形
有
節
形
式
で
複
雑
な
楽
曲

構
成
を
取
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
に
対
し
て
は
、
そ
の
魅
力
を

認
め
つ
つ
、
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。（Ju

st, 1957, S. 732f.

）。

【
表

4】
ゲ

ー
テ

全
集

に
お

け
る

感
嘆

符
の

変
遷

タ
イ
プ

出
版
社
（
出
版
年
）

詩
節

第
6
行

第
7
行

A
–T. G

. C
o

tta ’sch
en

 V
erlag（

1860）
全
詩
節

D
ah

in
! D

ah
in

～
zieh

n
!

B
– D

eu
tsch

e V
erlag（

1882-85）

第
1、

2
詩
節

D
ah

in
! D

ah
in

～
zieh

’n
.

第
3
詩
節

～
zieh

’n
!

C

– C
arl H

an
ser V

erlag（
1988）

– D
eu

tsch
er K

lassiker V
erlag（

1992）
–In

sel V
erlag（

1998）

第
1、

2
詩
節

D
ah

in
! D

ah
in

!

～
zieh

n
.

第
3
詩
節

～
zieh

n
!
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【
表

5】
各

作
品

の
楽

曲
構

成
の

概
要

作
曲
家
名
作
曲
年
歌
曲
の

形
　
式

調
 性

拍
 子

字
 句

 の
 異

 同

R
eich

ard
t

1795
有
節

Es:
3/4

な
し

Z
elter

1795
有
節

Es:
3/4

⑥
行
の

d
ah

in
が

1
回
多
い

B
eeth

oven
1810

変
形

有
節

F:
①
～
⑤
行
：

2/4

⑥
、
⑦
行
：

6/8
⑥
、
⑦
行
を

1
回
繰
り
返
し
た
あ
と
、
最
後
に
⑥
行
を
も
う
一
度
繰
り
返
す

Sch
u

b
ert

1815
変
形

有
節

F:

第
III詩

節
①
～
⑤
行
の
み

A
s:

2/4
⑥
の

d
ah

in
が

1
回
多
い
。

最
終
行
の
あ
と
⑥
⑥
⑦
⑥
⑥
（

1
回
多
い

d
ah

in）
行
の
順
で
繰
り
返
さ
れ
る
。

Liszt
1842

通
作

A
:

第
II詩
節
③
、
④
行
の
み

D
es:

4/4

第
III詩

節
①
～
④
行
：

6/4

各
詩
節
に
お
い
て
⑤
、
⑥
、
⑦
行
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

第
III詩

節
で
は
⑤
行
の
あ
と
「

K
en

n
st d

u
 d

as Lan
d

?, K
en

n
st d

u
 d

as 
H

au
s?, K

en
n

st d
u

 d
en

 B
erg?, K

en
n

st d
u

 sie w
o

h
l?」
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑦
行
の
あ
と
は
⑥
、
⑦
行
の
語
順
を
変
え
た
一
文
が
挿
入
さ
れ
、
曲
の
最
後

は
「

D
ah

in
 geh

t u
n

ser W
eg o

 V
ater, o

 m
ein

 B
essch

ü
tzer, G

elieb
ter, 

d
ah

in
!」
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

Sch
u

m
an

n
1845

変
形

有
節

g:
3/8

最
終
行
の
あ
と
に
⑥
、
⑦
行
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

W
o

lf
1888

通
作

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

①
～
④
行
：

3/4

⑤
～
⑥
行
：

9/8

⑦
行
：

9/8+
3/4

第
I連
で
は
⑤
行
が

2
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

第
III詩

節
の
最
終
行
の
あ
と
に
「

laß
 u

n
s zieh

n
!」
が
挿
入
さ
れ
る
。

I
G

es:
Es:

f:
G

es:
II

G
es:

III
fi

s:


